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5 月 24日に成立した改正確定拠出年金法では、一定の要件を満たす中小

企業を対象とした「簡易型DC制度」と、「個人型DCへの小規模事業主掛

金納付制度」の創設などが規定されています。改正法の内容について、社

会保険労務士の熊井憲章氏に解説していただきました。
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